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鴨緑江流域における森林開発構造の特質

蘇 UJ .岩井古弥

Forest Exploitation in the Ouryokuko valley， Manchur泊

Yunshan Su and Yoshiya IWAI 

要 1.:::. 
1壬i

本稿では，満州森林開発構造の研究の…環として， {がけ1-1では故初に行われた鴨緑江流域の森林

開発t1If.;ii誌の特質を明らかにしようとしたものである。分析の対象としたWJIIlJは1840年のアへン戦

争から 1932年のれがj州国J 発見まマである O 日銘IftR~f!以前，鴨緑江流域では，森林開発が ι1:1間内

資本によって民間したが，ぞれは，前期的商人資本による収奪告と特椴とした開発構造であった。

日露戦争tJ、降， 1ヨyj守政府合弁の採木公司は，この11:1神jt迭をまるごと溢存し，克にそのよに特権収

容構造を構築して二重収奪構造が形成されたO このような構造が鴨織江材の生産・流通コストを

i削指させ，その市場競争・力を失わせt::.o それは，鴨緑江森林開発がしだいに衰退していった最大

の袈j混と見られる。

はじめに

1， fl耳目選と行HiJ

1+1聞東北地方幻はから森林資源がな地域としてよく知られている。 150年ほど前， J.j'1主i内
地からの移民の手によって開発され，木材の商品化が実現された。ぞれιj、米，1ミ閣時代及び椛氏

J臨時代の複雑な版史過程をへて今日に3さっても， 111臨!の散も虫裂な木材生産地として会閣の木村

4割以」二を担っている O

この地域の森林開発については，これまで、に1:11簡や日本の研究者によるいくつかの研究がある。

そのIjlでは，子任国主義のUI各都の事実を究明し批判する視点のものが殆どであるが，森林IJF-J3sを地

械の経済構造と関述1，j-Itて，開発の仕組みゃその結染として生じた経済構造の変化を明らかにし

た研究は余りなし、。また，これまでの一般論では，満州における森林IWH告が日本や口シアの子~:悶

によってf子われ， 1m発当初から第二次u上界大戦の終戦まで子育問主義に支配され，植民地

的な開発であると?雪われている九しかし，そうした見ブJは，どちらかというとステレオタイプ

な見解であって，上で述べたような披角からの研究が卜分行われていない段階ではひとつの仮説

に過ぎない。

本稿は '11ml東北地方における森林の|活発構造の研究の…環として十1j~1東北地方の 1やでも 11守則

的に早くから森林開発が行われたIE鳥紙江.il釘仁流域の;森林rm3去を分析の対象とする O この流域の

森林開発は，およそ五つの時期にほ分できるであろう。第 1j剖は開発前期として1840年から 1876

年までである。この時期は，!?日発が政策的に止されていた時期であるが， 1-1.1国内地からの移民

によって自給自jjl経済の1:11で;森林が'伐採され始めていた。貿信 2J明は 1877年から日 i~~戦争までであ

る。この11寺JUJは， irti:m文J{:fによって森林Ijf.l発が政策的に奨励され，木材がi部品化された特別であ

る。第 3JlJJ は¥:1露戦争-}'.J、昨から「満州|主lJ発足までである。この時期は日本が森林開発に介入し
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た時期である。第 '1J明l立 f満ナ1'1 発えから日本敗戦までである。この時期は森林開発が日本の

値段地支配によって行われた。第 5JlJHま終戦から現主主に奈るまで，森林開発が計mjj*苦情体制下で

行われた時期である O

以上の時期成分のqlで，第1)明及び第 2JtJJは11J!主II);J資本による開発ItJlである。この11寺JtJJの;森林

開発は急速に発援した時期であった。努~ 3 jtJJの後半から森林開発は衰退しはじめた。その演i誌の

袈協について，これまでの研究にü: 1~1 すると，塚i新進氏の研究成果ωがある。氏は料桟([3露戦

争・以前に出現した土務資本主)と採水公司(日銘戦争以、|和二日本政府と清朝政府によってli!t立し

た林業合弁会ti:)との関係を対抗関係として抑えて，鴨総江森林Ij日発の衰退の袈|混は，こうした

対抗関係に基づく採木公判経営の不振と森林資源の枯渇，木材市況の不振，競争材による圧迫に

あったとしている。これに対して筆者は日Ijの説点をもっている G というのは， 1920年代以降II!!~緑

江流j設の森林偶発が衰退したj出却については，ぞれよりもむしろ開発構造の内部にその要因があっ

たと考えるからである O つまり，第 3期):)，1;仇探木公司は日錦戦争以前に形成された料技という

tiii釘i的商人資本による開発構造をii叫y:し利用したうえで，さらに木材の民11又・)草子特織をもっ

てこの地域の料桟を収奪する構造を構築した。このような lド凶磁入資本と外間資本による

11)(奪構造こそがII!島総江流域森林開発表退の主な嬰j却ではないかと思われる。以下この問題に関し

て具体的に検討する。対象期IIliは1840$のアヘン戦争から 1932の iil:l.jナ1-11主IJ発i止までである。

2， jiJI究対象地域概要

中間・朝鮮の|混境を測してi'Iiに流れる11時総臼:は，延長が約750キロの大iITJJlIである。それは氏

自はJ1孔i二の天池と称する火山湖にj艇を発し， 1臨江県のi摺沼山に I?折れてf'r.i走 L，龍i苅iJJJ自民に発

した深江と合流して，安東・大東iJllt.及び朝鮮側の新義ナ1'1 を続て黄海に d~ ぐ(Jまれを参!!的。

II!r~謀議江. iilfi工流域は，森林i百i献が 9075ヘクター)v，

奴I1 

II!品名古iJ:. iヰLrJ:流域Iff告Ij:lJ

主主l長官djjl_.-:& 
岬ぷ同点岡み

時抗

ぬa

は 1・21.成立方米 09121ドの前l

Li 

)社
d旨
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による)におよぶ。構成樹穂は議較で見て，ベニマツ (PinusKoraiensis) ，スキ、マツ (PiceaA. 

Di巴tr及び Abiesfirnの総称、)，カラマツ (Larixdahurica) などの針葉樹が 6割，クルミ

(Juglans mandshurica)，ヤチダモ (Fraxinusmandshurica Hupr.) ，キハダ (Phellodendron

amurensis Hupr.)などの広葉棋のq割である。

II~患織江. i慾江流域から産出される水材を，ここでは鴨緑江村あるいは大東iI~~材のぞiで総;M;する。

i鴨緑江材は，その輸送方法が流筏に IlJ~定されていたころはすべて河口に集積された。集fll(:l患はは

じめは大東itli:にあり，その後，安翠鉄道(安東~恭ヲミ)の開設及び鴨繰江の架橋によって安東へ

と移動した。 1915年，~1920年の安東には林産梁も立地し， rホ;者IIJと称、されるほど綾織をきわめ

た。しかし， 1段上輸送に転換した第二次1ft界大戦以降，これら河口都市と鴨緑江材の関係は消滅

している。耳UE，鴨緑江上流.ifll~J:流jji)(の森林は吉林441林業11'の管轄下にある O

第I掌 中国内資本による I~月発構造の形成

1， r対禁」から木材lt:ii品北へ

1+1閲史上に於ける故後の封建:EijYiであるお守朝の支配者は，かつて満州の森林Jil!{Wで狩猟合主謀:

としていた満州政であったのヌルハチを代表とした満州族は1664年漢民絞の統治した明王朝を滅

亡させ，北京に君臨した。それ以米， 1州、トiに住んでいた満州桜が統治者として次々に小国内地科

書?に移性した。…方で， ìljf~引の支配者は，相先の発祢i換を保挫するため ， 1677if.‘(信託!~~ 16年)か

ら:1受自LLJを中心に満州、!の一部の地域における封禁政策いわゆる「悶禁之詩IJJH~強ilìlJ的に遂行し，

森林伐採・~4.と 111採掘・狩猟漁業・農耕牧若手を禁止し，さらに ì%L\!;Jj~が満州へ移自iすることも ílìlJI現

した。そのため1840年アヘン戦争までの満ナHは人口が少なく，防]絡された土地をi添いて殆ど原始

l'1'であって「樹iむ!とi呼ばれていた。

1840年のアヘン戦争の勃発以降，滑i主i主義列強は， 1'/11主iに佼入し，勢力範1mの強得競争にお:奔

したc …ブ人名地で、は農民的起が次から次へと起こり， 1)']挺外患に'1滋んだihij防の支配者は J {'前ナH

への封摂及び漢民肢の移住を放任せざるを得なかった九また，この時期に山1t~ .河北諸殺は，

しばしば自依災害lこ見舞われ，殺しい廷は生活苦から，故郷を離れてii:l.J'J+Jへ移住するものが激

1iつした。 i泣初にi鴎縁日:. ifll?J:流域に移生したLIJ東・ iifJ北人は， ::1:にj;5梁開墾によって生活上の物

資を符ょうとした。 U3. って，移民は半~tl!f を農林地にするほかはなかった。当時， 1:1::水も 1']'われて

いたが，それは単に移民の伎)首会作り，燃料に光てるための自家用が3'で，とうてい林業とJl手べ

るようなものではなかった。その後，J.箆業会主業とし，民関j切に伐木して，一部の木材ーを商品化

するという林業銃殺農民がJJlれはじめた。しかし，当時はまだ伐木を専業とする労働者は形成さ

れていなかった。また，自給自j込仁11心の経済で，木材の諒嬰は極めて少なかったため，木材の商

品化は…般的ではなかっ

しかしさらなる人l二!の精力[lと股地l}fJ懇の進展によって，農業と林立たとの分業が生じ，次第に組.

織的な労働者のグループが出現してきた。当 n~j:の木材の輸送ブ'Nよは流筏に眠られており， 11!f1ーの

木材集散地は， II!~総i工ifiJ口の践にあった。それは 1855年頃から大1tLirl): に移り，そこに ltî'木 j劾がつ

くられだ九 187511三前後には，にM跨だけでなく拠地でも雌んに良水が択伐され，木村がi{Hii-A

として rllJ~Jj に/1J1 さ 7，1..るようになってい

18771jとがれ間政府は，水税そ故iはして歳入のlIi訪¥1こ供するため，大京市に木税}誌を設け，民1mの

伐採を初めて正式に示認した。こうして「封紫・紫伐Jから f伐採挺!助JへとiI号制の林政は本格

的に転換したO この時以降，満州、!では木材崩品化時代を迎えることとなった。

当fI札森林はすべてほi有林であったが，林政管理はきわめて粗放的であった。封禁時代には住



民のl?HJとを間く禁止していたが，実効はあがら

ず， 1840年以降になると事実上紋保した。 1877

年以降，林政管醸の…環として「斧諜」という

iliIJJ交がで、きた。即ち伐木者は，人L1.1伐採の|黙に

地方政府に銀一関を納付して「斧器Jと称する

伐採WI'TiJ証を受け， 1随時に入山し，伐採した木

材を販売する権利を得る。一方木材の民主は木

税j詰jへ木材の11l1i格の 6・5%のコjc税を納めると

いうものであった。 19 0 4年治riiVj官吏貌溌の

長 I~ 山視察に闘するほ記によると，当 11守安東を

管事jifした務天殺では，オミ税の収入が財政1[又入の

第 11立を，4め毎年入!討す

る子l~1巴(伐採労働者のこと)

は3万人lこ及んだという n。

この事実から，当時の木材

伐採の燦況ぶりが;f((iiJliJでき

る。

:'!311寺鴨緑江・ ?i立江の流下

材・はすべて河口の大京市に

集められ f鴨総江杉Jある

いは「大京消材j と呼ばれ

ていた。 IP'高級日:材司は海路を

通じて，山東・天下;貯の

111閣の北方市場及び大述・

議

員i.i!l・T
7 

6 

5 

2 

8 
1895 

手記 190211~ における Illjiil の木材

?昨夜JIJ:と疎地別供給汲

疎地)JIJ供給沿 金制(ドJレ)

申込<<，;]'al火*UY!: 5，500，000 

行~ 1+1 6，138，000 

i兆円 3，500，000 

長江筋及枕州キト 1，000，000 

i事Ii引す総首1・ 16，138，000 

外l主l愉入村 4，107，400 

j剣飢1主:: 1淡;迩主~+~n隊官引J務告符i山11川4林本材!ωJf汁刊川ii日l'刊;

f復友d命行?作JIt潟h台3611ドミ九， Pl8よ;りJfれt午:汀nJ蕊L 

ぼ1I 1 

大東灘.安3草寺署筏数縫の1世1多

1900 1905 191自

:ifJlt 
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;IiIJ合%

27，2 

30，3 

17，3 

4，9 

79，7 

20，3 

100 

1915 

!二!などのI知的iliJ必までj駁

され，その名は広く主11ら

れた。 13宣言lj災守1・以i'lijまで'1路

線江材は，表 1-1に示す

ように会闘の木材供給哉の

約 27%を11:，めていた。 '1務総

1主:1) i担:ij1;rrキJi筒i州経済問IJW資料 第二JP88-89より作成

2) 1902if'・はLL!i*';'J 泌総江流域森林作業溺Eft復命ilU
P64による。

3) 1筏は王子均275i主とし， 1;主は0'(伐と関係紙し長さ 8Jミ
のものをさす、 i述のすjZJ句材 fJ'Hま約0 ， 9~1尺給。

江流域は小限南部にある福ナト!と並んで仁11閣の術北の 2大林業生産地としてほも

ていた。そして大東ill;:が鴨志公江・河口工流域の木材の主張な集散地であった。

なJtl!(立をおめ

間 1- 1 は II!!~緑江材の生殺j誌の推移を見たものである。 20世紀初めごろまでに II!創設江大東ìlli:"(:， 

はかなりの筏が説CIごしてきた。日露戦争以前の1900年まで，その務筏況は着実に増加していった

ことがわかる。では p このような;森林開発はいかなる仕組みで行われたのだろうか。

2，ギ[，投の経営と特質

鴨緑江流J或における木材i街品化過程のkllで，科技と称する水iオjiljlAt兼{刻京資本主が大きな役舗

を来たしたο キ:[桟は， .k:J，Tで訴すようにこの時期の;荷イキ開発の統特者と見なされる。キ:1十長がいつ

頃から出現したか在住突な資本Hま見場たらない。しかし，関東JT者1¥'1まJ{1:が議I持参した

稿j等の資料から，法制政府が大東illf.(ニホ税局を設捜した1877年前後に料桟は水材問践としてよ1¥

lJIしたのではないかと竣者は推測している。 満州、IBIJ発当初，中岡I)~J自の移民の!こ1 I に ， 1ヨ m雑 Ih~ ~ 

服売する「雑貨ìtfiJ を'，i~~むものがあったり 彼らの 111には資金を幸子和し，i官官民(潔材生稼業者のこ
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と)に伐採資金として2若手Ij賛しを始めるものが現れた。これのf料桟と時ばれるものの起こりであ

るo Ip'!~~成立流域の伐 11:\事業が盛んになった 1877 1f以降，これらの人々は雑貨商から伐採資金の貸

付及び木材の取引を本業とするようになっていた。キ1"桟の事業は伐採資金の貸付と木材販売.ftI1

介などである o J-:J、下これらについて詳述しよう。

①伐探資金貸付 当時，森林資源及び労働力が農協に存在し，またr:!J閉経済の成長により十

分な木材需嬰があった。このため伐採資金主えあれば維でも紫材生産卒業を行うことがnr能であっ

た。このような有利性を見てとって，把頭は料桟から資金を借りて伐採卒業をすることが一般的

となった。把誠とは，その殆どが中間 I)~地の移民から生まれた伐採業者で，彼らは資援がなく，

伐採事業の留ではn1免に依拝する地はなかった。学l・l'主は把頭に資金の…者f¥分を与え，伐出生産の

開始後，卒業の進展状況を見て 2~ 31到に分けて残り分を貸し付ける O また，貸金は会部現金と

いうわけではなく，一般に伐出生産~こ必袈な食~L'I-・級品・資材・等合現品の形で貸し付けることも

含まれていた。把頭によって…JUJの伐出生産(9 月から恕年の 5~8 月まで)が完了し，木材が

安東・大東市等の木材集散i也に務筏し，木材が販売された後に，料桟は金利とともに貸金合i回収

する。貸金の金利は，一期の伐出生産期間色単位として針鉾する O それは19世紀末期訪、l'ÌÎJ は 6~

7割前後という綴めて高利なものであったヘさらに料・桟は，貸し付けた現品についてはrl1{fffiよ

り 2~3 措高い価格で計算し鵠11又する。把頭が生産過程で自然災容や事故などに見初われ， 1え出
作業を)11買綿に逃めることができない場合には，半料:1朴i

た。

φ子オネ水宇ド料王屯;オ1材材オオ.の収引 把顕は料横カか、ら{伐北採の資金をf借苛りて， 1伐北f探来基事F昇.業を行う O 木材‘がブ1(*iI1t.安東

にえすると，把頭l土木材を料桟に売り践すかあるいは料桟の仲介で木材湖人(さ当時，大東ii'，:. 

安東にはrlJ1主i内地や満州各地からの仁11閤人および日本人の木材隣人が常駐し，水iオをや1-桟から買
い入れ， t:j'l週内地や満州各地へ販究した)へ販売する。木材の売買に関しては，把頭はすべてが1
桟に慌せる*:1-1支は，仲介の場合，手数料として木材価格の 3%を取得するのが者?通である。

以上のように，料桟は伐出生政資金の貸fすから把践の木材う苦闘のイ111介，伐出生践に必要な~\f!七日・

資材・の供給に奈るまで， 111高広く事業を行った。このr:!I'C'"l誌も重姿なのは，やはり把頭への伐採資

金貸付であるの本料:1付|

付付.の?形l醇手で抱3拡顕よ民{に対対.し収晃容をおこなった。

伐採は，殆どが抱強によって按われる。把頭はまた，家把頭と 111把頭lこ区別される。家把顕iま，

資金のf~Mj主や伐出企j蛮に必裂な食品・資材-の澗迷・ illH般をする。料桟が家抱強を兼ねる場合もあ

る。 LU担額は，伐採~と践に詳しく，水把(鵠採労働者)を等tいて 111 に入札現場で木把の作業を

指名fi・蛇管ずる。子f":把の殆どがilJ東からの設しい出稼ぎ農民である。 伐I:H生藤組織は，小さいも

のは犯人前後，大きいものは100人税皮であるが，一伐採生産単位は， 25 人 ~30人ぐらいの組織

が普通で、あった。 20~30人の怜出労働組織は，切に10筏ぐらいを生産できた。

以上Il!!~*jfçi"工. iifl.江流域における森林開発の形成過程を見てきた。践に述べたように， 1877 ij:='に

清朝政府が大東i/li:~こ木税局i-設援し，林政の転換を実現してから司諮戦争までの時期に，森林の

IlfJ3創立前期的商人資本の料桟によってj民間されたの ii:j.桟が把頭に立すする前期的iぬ.人資本の11文禄合

基礎、にして森林開発を進め

この地域の森林関発と対対‘!照!損告的なのが口シアによつで嵐1開j澗目さ~1.たj北ヒtil1前白

の4休本諜開発lは立鴨f協弘射f繰寺恭t江流域の森林開発より約 6叩Oi年ド1避芸れた i印91役止紀3求Kミから， ロシアによる京消鉄道叫

の建設と共に展開された。 2当話初lはま'枕木や鉄j遊昼府材材.それに鉄i逃箆の機悶Z車ドの燃ギ利料|ト，ななどを供給する自

的でイ'{:

把P顕itiに締け負わせたりするという?形醇であつたO この地域では料桟のような前期的尚人資本の存宅配
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はなかった。森林のli自発はまったくロシアの鉄道資本及び林業資本によるもので，それもまさに

外1m資本による森林の開発tllf.j患であったといえる。(なお北jf，f.jの林業開発構造の分析については

今後の謀揺である。)これに対しl鴨緑江流域では， I~ 1 -2に示すようにや付金一把劉一木把とい

う前期的II混入資本と生産のt品、手によって森林開発が行われたということからまさにt:j:l間内資本

|立11-2 tlTl対内資本によ Q開発m.iliJ¥lJにおける木材のiAEれ

区下型里佳mtf Ji JlY< ~~!乙区瓦 販売

による森林開発構造であったといえる

しかしこの中部内資本による開発構造は， 13銘ij没-"fl'を契機として，採水公司による支配の l十iへ

とりこまれていく。:r1}・び問 1-1を参照されたい。この図から日鶴戦争・によって11:削除江材の流筏

しく減少したことがわかる。そして，その後 10年の年月を経て， ij災前の生産量に閲複する

ことがわかる。この1m彼過殺は，もはや戦前の中国内資本による開発明迭と閉じ仕組みで生じた

ものではない。次欲は，この B露戦争以降の仕組みを検討する。

第H準採木公f:fJ支配構造の確立

1 ， t黒木公司の設立

13露戦争以降1:1シアは敗戦により北満州、iへ撤退し，汁JiiJ.jナHでロシアの持た利線がすべて日本

に継泳された。以米，長岩手をijgに市・北満州は，それぞれ日本と口シアの勢力範別に帰した O

1905年12月22El，司法政府は n州十!ニニ関スル条約及付属協定jを締結した。この条約の第10条11)

に恭づき， nfij闘は合弁林業会社を設立することにしたo 年から合弁会社の来続(規約)につい

て交渉を始めた。一帯1p!;，r立となったのは， f;s木公司の専用伐掠IR域いわゆるJ.!!-i禁法の範|湖及び公

司の存続期間jの問題であった。 Iゴヨド↑WJのij之初に提出した3誌は I '1路線江.i料工会流域の森林を

ほとし， 90主f.の期間を以て経営するとの主 ÿl~であった。これに対し消関1J!1J が反対し，交渉は絡め

て苦IH!えした。繰り返し交渉された紡糸， 1908年にようやく級王[汀j'llf合同林水会社取程j及び

r'l:急緑江探木公汚染務翠殺jを締結して，何年9月25日に採木公司が正式に1m殺した。

締結した京経によれば採木公司の資本金は300万元とし，防Jl主!政府にで半分づっ出資する。 J京

木公行j(立，消llU1の地ブji攻j荷である京辺道のl鉛管下に[泣き，公司が純誌の 5%を治相j政府に納める。

， 13 fjlJ間ブjから弁…名を委保する。公河の職員は，なるべく日 11]附国人より同数を

採用する c 伐採人夫はほ則的にql損人を堀川する α 公司の合弁J!J111日は25.iF.とし，開業….iF後に氏

に移す問。公前は王手採i玄をii判定し，専採IR域内で直営伐採を行う。また料桟 ..jf::lifiのiilfi王流域

で伐t来した木材は，会て掠木公有jがJi;lJはすることとし

採;j三公司の設立によってi鴨緑江本流における48万ヘクタール(うち怜採はいっさい行われてい

ない原生林が30万ヘクタール)のうち40万ヘクタールが採木公司の専採は範聞I)~ に闘定され

iヌ12…[ jぷ木公百j支配者'Ifj出場における木材の流通のしくみ

手十垣;日子主面-;;j干
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採水公判の設立によって，

清朝政府は，え手持j去をは

じめとする多くの特符'((を

採木公njに与えさ、るをえ

なかった O 公司の主な特

作:と事業は，次の二つで

ある。

①専採誌の阿定および

伐探事梁 11路線江本流

のl間見iJJ から上 ìfrE の長 I~

県まで江浮から60思の範

|剖 I)~ は， t草木公判の掠

ほとされる。採木公認jは，

:%'Ct*区内で夜常伐採を行

い，専掠iま外の津江流域

で伐採をおこなった。

また把顕に伐採資金を貸

し付けて貸付伐採を行っ

た。その他の料桟・把iift

はIj!島線fUゴfぷからil手江流

域に後退して伐採卒業を

続け，採木公司と|吟じく

Ij!主総江>i司ti.工を利用して

木材-を安井〈へiii送した。

水材の践IIJ.および売

しギ|桟.1巴yjが1*
木公司の導採区以外の地

域及び部江ifrEJ成から伐IjJ

した木材は，全てJ草木公

河によって検殺と評{阪を

受けた上で掠木公司に?:t
IIJ.される。当初， 1求木公

河は，安東の上流の馬

か・ II't;j児IlJに検在所を設

け， J二ifrEからえとる流?交を

ikllれなく検資・評{iIliL， 

公司の指定の場所におい

てi:tI1又した。もし検査を

j生れ又は逃れようとした

の木材は岳民I1又保Ii

格の半額以下で強制的に

民JIJZされた。 *'1十長.1'~ ìîJ~ 

1<2…l 係本企!と百j・料伐別tII材)誌の拍手多 WfIl : j主

年次|公務}符念材|公潟Jj災材 j公清ln'i符材 j料快犯iinj'1"1 統 計ー

20，11:， 11，:371，411 11，442，915 
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(0.6) 

27，832 
( 1.6) 

43，757 
(4. j) 

203.127 
(J2.2) 
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00.3) 
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誌:l) 1909--19291Fl幻丸公京阪工会淡jviTl1似米;r:の木材とi総洲lこ於げる

木材'JH'i'iJ1':33-35より， 19:30町 19331ド!交は係*公ηJr第22，-26年!主:
統計ー公lより{午成

2) J:段数学はIII材ι士h::
j

l'~段( ) I!すの数字は総本公潟，料伎の会
体に ~î める-，I;IJ 15-である。
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の抗議を緩和させるため，次年度から売民し1IilJJ交を実施しはじめた。つまり 1['H長.i自立がi当分の

伐採した木材を木材商人と斑接取引しようとした!時， ~'il. 5 Iíilli絡を碗示して採水公司に FI1し， 1黒

木公司は!l寺怖と対照して1¥1前倒格の i剣i分を質問1"1として，また i分を日銭として)1又めさせて，

採木公河がそれを料桟・把顕に究民:すという制度である。吏に 1924年以時になると民間料率を従

来の11%から 9%に引き下げ， 1 %の口銭を加えて10%となった。探木公f:ijはその木材をinrzし，

更に鼠i到来1.なる販売利益をJI又持してこれをや1.桟・把頭にラ官民すという形態をとったのである。料品

桟・把顕の生践した木材は木材似務の12%の授問中1・と日銭を採木公碍に納めてはじめて自由

問された日)(関 2-1を参!問。

2，採オミ公河経営の特質'

II!!~緑江・涼江流域における採木公河の木材伐出方法は，大別すると寵営伐採・請負伐採・貸付

伐採との三鎖lS~に詑5]IH泊予i去る。

[紅営伐採とは，掠木公司が王手掠r!.でilZ強行う伐採事業である。本米のnlf営伐採事業は，労働者
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実際は作業種別に伐採事殺を把践に

をJムうことであるカ六ここでは，そういう 71予はJ説られすぺ

わせるものであったO そのJ]!自は，労働者の選定や作業

決2…2 jポヰミ公判における年度jjljJI羽詰の内訳 1M.な:1007(: 

年皮 木材往復 木材s!t同学| その他 JI)I.統合計

ゴI}:'!iJ'[ % 並立'!iJ'i % s:窓{ % 5It:絞 'tら

1910 I 3，970 44.6 1，840 20.7 :3，090 34.7 8.900 100 

1911 290 5.6 2，900 56.4 1，950 39.0 5，110 100 

1912 310 7.6 2，:310 56.5 1，470 35.9 4，0引) 100 

1913 260 6.0 2，020 47.6 2，070 46.4 4，350 100 

1914 150 2.0 4，360 59.5 2，820 38.5 7，330 100 

1915 1.tI70 21.6 2，990 44.0 2，340 34目4 6，800 100 

1916 3，310 33.8 4，330 14.2 2，160 22.0 9予800 100 

1917 2，900 24.8 5，260 45.0 3，520 30.2 11 ，680 100 

1918 5，750 313[8，520 46.7 3，970 21.8 18.210 100 

1919 7，860 33.5 9，650 43.6 4，620 22.9 22，130 100 

1920 3，770 17.6 10，260 47.9 7，390 34.5 2l，i120 100 

1921 8，630 26.4 15，790 18.3 8，270 25.3 32.690 100 

1922 6，930 29.0 9，820 41.1 7，170 29.9 23，920 100 

1923 12，130 57.9 4，820 23目。 3，990 19.1 20，9/10 100 

1924 7，770 49.2 5，030 31.9 2，990 18.9 15，790 100 

1925 1，720 15.7 3，830 31.9 5，420 49.4 10，970 100 

1926 6，900 52.2 3.130 23目7 3，190 24.1 13，220 100 

1927 8，940 50.1 4，390 24.6 4，500 25.3 17，830 100 

1928 6，:180 52.:3 2争690 22.0 3，130 25.7 12，200 100 

1929 '1，100 41.1 2.550 25.6 :3，320 33.3 9，970 100 

1930 2，480 29..3 2，300 27.2 3，670 4:3.5 8，450 100 

平均 4，572 30 5.180 39 3，860 :31 13，612 100 
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このため 1919年以|泳は I~C~止せざるを?得なくなった。

貸付伐採とは， t1:.\ 91'(が伐出事業を行うために必~な資金をJ草木公河が貸付けて，木材売却lIiy.に

貸村金会限11又する方法である。この7i?去の特徴は，従米の半:1桟一把頭といったi日い生政情迭をt草
木公s]がほぼそのまままねたものといってよい。

2 -1に示すように，探木公河は::::JI:;Yi諜の伐採事業のうち， i在常事業と貸余伐採卒業(貸付

伐採のこと)の業絡をしだいに拡大した。しかしながら，ここで涼臼すべきことは，公司が11)(り

t及った木材会体について見ると，公司が生産卒業として行った伐採査をよりもむしろ料桟・把頭材，

つまり科技・把頭が独自に伐出してきた材を公司がl~i い取ったものの掛合がはるかに高かったと

いうことである o 1909年から1933年までの24年間を平均してもそれはおよそ80%をr4めたのであ

る。公司は生躍事業よりもむしろ料拾・把頭材の悶 JI)(，子cJJ~ しという流通過殺で大きく関わったり

この事実から見ると保木公判は， 1=11閣内資本による開発構造期に形成された料桟ー把頭の!日生陸

構造をそのまま利j刊したことが分かる。ここでさらに採木公司の各年度収益の構成を見てみよう。

2 -2に訴した通り， tr~木公司の 11又説のうちに，民 j国 ~q.JI又入の割合が常に収益金体の 2 割~

6割をしめ， 21年間の平均は39%をしめていた。 逆に採オミ公おjの本梁である木材生産事業のJlx入

は慌かに30%にすぎなかった。公司の経常収入としては民間料への掠再度が向かったのである O

つまり採木公司は，日露戦争以前にすでに形成されていた料桟ー把閣の旧い収奪掛遣をそのまま

温存したよに，流通過税での売隠しという特1(01)(入掛迭を構築したのであるの日露戦争以持， IP'高

級江流域における採木公司支配締法の11:立大の特散は，この二或JI又奪科~J.J1主にあったと考・えられる。

第開講 II~財閥工i森林開発の表退

13露戦争-から1932年の「満州艇IJ発見までの間， IP'!~総江流域の森林開発は， '1:1閣内資本による

iヌ13-1

単位-千 大東;民安東審議数量の推移
11 

1121 

9 

8 

議
? 

6 

5 

4 

3 

2 

lS泡8 1913 1918 1923 1928 193 

年度

i:i: : i合間( r市itl~:ì経済討I，J究資料 約二JP88-891えび荻野敏雄 fl:Ulf!!l. i尚洲・台湾林漁発脱党論 P257より作成。
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1s13…2 

千
ロ1v

笹
2

山車
鴨綿江丸太の移輸出最の推捗

19'13 1915 1917 1919 1921 1923 1925 1927 1929 1931 

2 

1.5 

長

0.5 

自

年度
図南海邸中圏内地図朝鮮臨調日本

訟:1) fl陰線江の木材及びiD!.l'iJ刊の木材:IJ¥.mJP68及び干削減江採木公お]統訪れ!?より作成、

2)府議機;こは安取のii'iqJt I土含まれていない。

開発構造から採木公司支配構造へと転換し，大きな変化を見せた。先ずこのi冷却の殺筏法及ひうAL

太の輸移出金の推移を見てみよう。

|羽 3-1およびiヌ13…2tニ示すように， 1921年までは，鴨緑江の殺伐殻及び丸太の輪移出量は

いずれも増えた。しかしながら1921年以降とくに1925年以降，務筏澄及び、丸太の輪移出殺がしだ

いに減少した。その嬰閣を考察するには，市場の諮袈及び鴨緑江材の競争力の阿聞から分析する

ことが必嬰である O

先ず市場の木材摺袈から考えてみよう O 日露戦争以前，陸路交通は不備なため時総i工材は主

として海路を通じて天津・山東へ販売された。表3… iに示すように1902年当時， 11路線江;j~"立天

津市場にしめる割合が 5 割以上に速したの I出結成*~・の主な TIT坊は，天i~l!; を +1心とした 11 1 閣内地に

あった。

1920年代の前半までは，天津.ill~びに '1'1 陣内:li!! TIT坊では福ナトi材・外材ーとの競争ーがあったにも拘ら

ず，建築殺と鉄道建設の勃興によって木材の鍛嬰が激増した。このような経済好況に支えられて

鴨総江Jれま}II蹄唱に需要された。

…ブ']，日露戦争以降，術満では，日本による投資活動が大幅に増加し，木材需袈は著しく t国大

した。特に1911il".以降，安務鉄道の1m過によって， II~鳥総江材は i波路によって潟市j市場に進出する

チャンスを与えられた。この鉄道を通じて安東とたJJ平:の朝鮮， i十HI持拡大の者I1市務天及びjf.qf;ill百・ 4立

浪と述給された。 r十11持鉄道を中心とする日本の満州経営によって投資開発活動が激11~ し，特に鉄

道建設による枕木 .Ijl:河材の増加，鉱山の開発による坑木・用材の増加は， JI~e総江材の生議長の

精力fI及び!坂lfitの拡大に大きな嬰協となった。 ぼ13-2 によっても 1925年 tJ{ までは~!;~級住:材の輸移

はかなりの水搬にあったことがわかる。
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手1(3-1 1902~ドにおける;I，)'tnlîJ必

地域別移輸入材の数以:

輸移入先 仰iiir((許可) % 

1，290，595 44.0 
外隠i材・ 144，203 4.9 

~![:緑江材 1，500，000 51.1 
品企 刻・ 2，934，798 100 
詑:足芸術務省「消線開q[ill森林説室還後命{WJ

明治 36P182-183より作成

る割合がしだいに拡大していった。

しかし…ブiでは， 1920年以降，京支鉄道は機

関車の燃料を木材・から石段へ転換し，京支鉄道

の自家用材・が減少した。また北i前の林梁開発は

しく進展し，木材の生践量が大縮にt努力11した。

これまで80-90%が鉄道によって摘貸された北

満材はI知的市場への進出がTiJfì~ となった O とく

に 1921年以降京支鉄道の巡賃引き下げは北満1~・

の南下のためにチャンス安与えた O こうして関

3…355ミすように， r有i前市場での北i筒材のiEZめ

閲 3-3に示した巡り， 1920年以前，南満の最大都市である務天市場では，鴨緑江材はとい分以

上会しめていたが，その綾，北i筒材の南下数援が増え，奉天市場での I~Î める割合が上昇し， 11路線

江材の地位がしだいに低下した (~3 -3に訴す数:監の中には，朝鮮麗椋木を仕入れて安東で製

材をしたものが合まれているので1忠告示江材の占める割合がこれよりさらに{ほいと忠われる。)そ

の状況について1930年出版された満鉄l臨時経済委民会の調査報告識には次のように脅かれている

「実にl鴨緑江材は，一一一一一一出材・綴は年々減少を告げ，しかも材質の{低下に添はずしておiっ

て慨絡は勝賞の韻向にあるなり。然るにjヒ満1~・及び吉林材は様j哉の迷l絹なるに拘らず奉天市1ilfi (立

11路線江材のむしろ下{立にあると去ふ現象にあるため錆袈は挙げて右両材に集中所以なり o 11住今日

もi渇鴨緑江材が溶天市場に於て残惜尚消えやらず、残こんの得撃さを保持するf9r.l-j、は，支JJfl人は割安

板1~・の悦給先を有するが故なり，そしてj七等板材の原水は安東のみならず対・俸の新議ナ|‘|よりも仕

ト

数ン

l;ill3-3 

単イ1千 奉天木材市場に於ける仕入先制数量推移
130 
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o 長春闘吉長線認東支線~安東

ilt: 1) 満鉄 n前世H:t~都市木材需給状泌J P108ぺ10より作成。

2) ].fL3定i娘、は;Iti制才、 i送作は殆ど;1ヒ白書材、世子i主総l土台林材、公].fu訓!(Htiせである。

3) 1トンは 1・1j'j:カ米としてJ魚釣:ο
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表3-2 1927 if. 1支が天市場における産地別水i~側格の比絞入れ之を安東製材業者が加工して

此地に悦給し}苛れるものなりJ
では，なぜこうした鴨総江1~ の

雨満-r!i坊でのi創立低下と生産の減

少が~t じたのであろうか。表 3-

2によって1927年の若手天市場にお

ける産地別木材ftlfi絡を見ると鴨緑

江材は，北i拘材ゃ吉林1~・と比較し

て見ると余り大設は見られない。

地方，表 3-3によって産地別に

紅松の生践服飾を比較して見ると，

鴨緑江材は古林材とほぼ同乙水準

であるが，北満材によヒベて三割程 絞:i筒a9(r溺iffl主婆者liTliの木材論給;1:J(i7i'.J1930 P125-126より

j支高い。ただし鴨緑江材が市場で 作成。

木材;fjf(~J! 1j1 f立 官尊Ui時} 立帯封{臨) 襲撃滅{闘j 備 考

紅松布1111) 立方19~ 0.85 輔岬酬輔 制輔帽曲 一不詳

絞殺~1免材 オ 。137 0.137 0.135 

紅松桜H (1Jt]分) 枚 0.65 0.58 0.70 

|可 (六分) l可 0.91 0.83 0.95 

|判 (八分) i試j 1.18 1.08 1.20 

|泊! (一寸) いj l.40 1.32 1.15 

13松1111i司 .'1c1rlgl!. 0.71 0.81 園田園開

I~I 松鋭材・ オ' 0.117 ー圃岬剛 0.11 

性j松紋材(間分) 枚 0.540 -帽帽副， 0.560 

i討j (六分) !可 0.78 白鞘岨柑 0.70 

河 (八分) 同 0.85 ー-輔神 1.01 

liiJ (…寸) いj 1.20 骨帽帽ー 1.21 
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!京limとしては，台湾材はもちろ

ん，古林材-をさえ上|図ること

になる O というのは，北市j材

や吉林材の生産摘i迭は 11鳴総

江材とは大きく異なり，一

収奪構造は存在しなかった

からである o (北部j材や吉林材の生産構造については，さらに詳細な分析が必要である O また，

II!!~緑江材が製jオ品に加工されて泰夫市場で販売されるには，製材加工コストや製材lfll の輸送コス

トの分析も必要であるが，この点についてまだ分析はしていないのでここではふれない。) また

筆者は~!的利工材の生態涼舗が治jい袈闘として， 11路線江流域では伐境が奥地イヒし，決i対・流通コス

トが高くなったことを百定するものではない。しかし木材の伐出に当たって，料桟が介寂するこ

とは，ぞれだけ生産コスト~上昇させる大きな喪悶となったことは雄かである。

このようにして販売開仰が高くなることは，これを取り扱う染者(木材磁人や伐出業者)の各

自の利潤や取り分が少なくなることを意味し，しだいに取扱長が減少せざるを符ない。それだけ

鴨緑江材は北満材や古称材に対してi'!'i坊での競争力を弱めたのであり，やがて生産f詮の減少へと

つながっていった。つまり鴨緑江森林11f.J3f:の変j誌の嬰悶として，重要なのは採木公百}の下に形

成された公有jーキ!庁長・*・1・4、主-1巴践の二重;のJI又奪構造 1$1身にあったということである O

':t泣~nj\似i lj討す:=Jミ締2当り悩j

日J:: 1) itti鉄 ri~1jrJH材の総本に対する 11部íì長J 1930火述 P141より作成

2)生後原和liとは、鉄道駅あるいは名'j'筏j也での{副i格で、 f主将、 ils
材、流筏のt!(月1および水代余得が合まれる。流通過秘の費用

l式含まれていない。

引)j:l.参考文献及び註

1) rl'i'li/東北地力はむかし f満州jと称したことがあったが，現翁フド1Ji./では殆と♂佼われていない。本名前iは

史料の名初、と…欽さぜるため fi鈎1+IJという名称を rJi'i対米北地方Jと|吋じ11記念:で使うことにする O

2) これまでiJt聞東北地方の森林開発に触れた研究は，次のものが挙げられる O

1羽萩2次;野敏M級I(ω19叩64ω)':vド附が好(，.i泌必仰fナ'1十lトH‘.， . 台i湾汚別4林水梁発i渓委史論 4林ラ水ド~!

I陶均炎 (札19悌87η))j米:(:1北ヒ林3染長誌巴発波!史iたi 手台11科林~，キ4本;社会宇利科|ト.~さ学戸院
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Resume 

This study characterizes the first stage of forest exploitation of the Ouryokuko valley in 

Manchuria during the period from 1840 to 1932. 

Before the Russo“Japan日se War (1904-05)， forests were exploi ted by the indigenous 

merchants (Ryozan) and loggers organization 倍以ou-Muba)，which bore an pre舗 capialism

nature. 

After th巴War，Saiboku-kunsu， a joint venture was established by the Ching dynasty， and 

Japanese imperial government to exploit forests. lt preserved the indigenous merchant and 

loggers organization， and estab1ished a unique system to get an unreasonable margin for 

their business. 

These organization and system led to th巴risein timber production cost and 108s of price 

competition power in the Manchuria lumber market as a whole. '1、hiswas the main rea80n for 

the decline of the Ouryokuko val1y fore日try.




